
☆かけ算九九

☆小数・分数の計算

☆小学校６年生までの漢字の読み書き

☆アルファベットの読み書き

☆タイピング

☆条件に合った文章を書くこと

WEST

・授業の復習と予習から、自主的な学習習慣を確立

できるようにしましょう。

・有意義な時間の使い方を一緒に考えましょう。

・子どもの夢や希望を知り、その実現に向けて、寄

り添い励ましていきましょう。

・思春期を迎えた子どものことについて気になるこ

とは一人で抱え込まず、相談しましょう。

幼児期

小学１・２年

愛情いっぱいの中で、興味・
関心・意欲を育てる時期

・親子で一緒に絵本を読みましょう。

・子どもの「話したい」「聞いてほしい」

という思いを受け止めましょう。

・「やってみたい」「知りたい」に

つき合いましょう。

一緒に学習してやる気を高める時期

・家でも勉強する習慣をつけましょう。

・学校からの連絡やお便りを一緒に確かめ

ましょう。

・子どものよいところを見つけて、しっかり

ほめましょう。

学 習 時 間
(１年:２０分以上２年:３０分以上)

小学３・４年
学 習 時 間

(３年:４０分以上４年:５０分以上)

認めて、ほめて、自信をつける時期

・まず学校の宿題、そして苦手なことや興味のある内容につ

いて学習を進めることができるよう見守りましょう。

・子どもの学習や将来の夢に関心をもって声をかけましょう。

・子どものよいところやがんばりを見つけてしっかり

ほめましょう。

小学５・６年
学 習 時 間

(５年:６０分以上６年:７０分以上)

見守って、自主性を伸ばす時期

・学校の宿題、そして苦手なことや興味のある

内容について計画を立てて学習を進めること

ができるよう見守りましょう。

・子どもの学習や将来の夢に関心をもって声を

かけましょう。

・他との比較ではなく、子どもの伸びやがんばり

をほめましょう。

中学生
学 習 時 間
( ９０分以上 )

よく話を聞き、進路について考え、
将来を見つめる時期

中学生までにプラン

学びの約束(小・中学校）

①授業のはじまりの時刻を守ろう。

②授業のあいさつをきちんとしよう。

③正しいしせいで学習しよう。

④集中して話を聞こう。

⑤机・いす・持ち物を整とんしよう。

幼・こ・小・中での学習は、子どもたちが将来、社会人として

自立するための基礎となる「学ぶ力」を育てます。家庭との協

力で、その成果をさらに高めることができ、子どもの主体性や

自立性を伸ばし、目標をもって人生を心豊かに生きる力となっ

て、将来への大きな財産となります。

総社西中学校区の子どもたちの
豊かな学びをつくる



①成長の節目ごとに将来の夢について話し合いま

しょう。

②将来の夢をかなえるために「今」、「これから」何

をすればよいかを共に考えましょう。

③家族がしている仕事について話す

時間をもちましょう。

S
①家族の約束や社会のルールをきちんと守れるようしま

しょう。

②時間を上手に使い、規則正しい生活が送れるよう、子

どもと十分話し合いましょう。テレビやゲーム、スマー

トフォン等の時間やルールを決めましょう。

③総社西中学校区のメディアコントロール週間の取組に

一緒に参加しましょう。

④「早寝・早起き・朝ご飯」に取り組みましょう。

⑤子どもの心が落ち着く時間や場所をつくりま

しょう。

信頼と協力で

生きる力を育もう
①子どもの気づきや発見を受け止め、親子で共有しましょう。

②時間や目標を決めて、机に向かう習慣が身に付くようにしましょう。

③子どもを信じて見守り、がんばった過程(プロセス)をほめましょう。

④自分で考えたり、判断したりしたことの理由を聴いてしっかり受け止め認めてあげましょう。

⑤家庭学習の時間の目安を守っているか、子どもの勉強の様子を見守りましょう。

⑥家庭学習のヒントがのっているので、学校から出されている「家庭学習の手引き」を活用しましょう。

わかる喜びは、

家庭学習の積み重ねからW

Eいい親子関係は、

笑顔とスキンシップから

①子どもの話を聞くときは、目を見て聴きましょう。

②子どもに寄り添い、将来の夢や目標を語り合いま

しょう。

③その子のよさを認め、しっかりほめましょう。

④よくないことは、改善に向けて一緒に話し合いま

しょう。

⑤学校や園、地域の行事に親子で参加し、活動する

楽しさを体験しましょう。

すこやかな心と体は、

生活習慣を整えることから Tともに歩もう！

一貫WEST！！

①学校園の様々な行事や活動に関心をもち、積極的に参加

しましょう。

②学校支援ボランティアなどの活動に協力しましょう。

③同じ中学校区の親として、愛情をもって子どもたちを見

守りましょう。

④保育園・こども園・幼稚園から小学校、小学校から中学

校へスムーズな移行ができるように、子どもたちを支え

ましょう。

⑤家庭・地域・学校が連携して共に子ども達を

育てましょう。

プ ラ
自己肯定感を高めるには

ラスの声掛けを！

見通しのもてる

未来(み い）設計図を

家庭は、人づくりの

出発点(しゅっぱつて )！

①「よくがんばったね」「いつも応援しているよ」「がんばっ

てよかったね」と、結果だけでなく、そこまでの過程をしっ

かり認めましょう。

②「ありがとう」「おかげさまで」「助かったよ」

と，行為に対して価値を付けてあげましょう。

①大人としっかりふれあう時間を確保しましょう。

②基本的生活習慣(早寝・早起き、朝ご飯、あいさつ、

時間を守る)を確立させましょう。

③子どもに委ねる機会を意図してつく

りましょう。

総社西
中学校区


